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防災グッズの展示ブース

　

去
る
十
一
月
十
三
日
、
８
広
報

区
合
同
の
防
災
訓
練
が
、
北
山
崎

小
学
校
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
。

今
回
も
感
染
症
対
策
と
い
う
こ
と

で
、
座
学
中
心
の
学
習
会
で
は
あ

っ
た
が
、
皆
さ
ん
講
師
の
話
に
耳

を
傾
て
い
た
。
ま
た
、
会
場
内
に

は
、
様
々
な
防
災
グ
ッ
ズ
が
展
示

さ
れ
、
参
加
者
の
興
味
を
引
い
て

い
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

質
疑
応
答
で
高
校
生
が
発
言
し
て

い
た
よ
う
に
、
若
者
が
参
加
し
や

す
い
工
夫
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 講師の話に耳を傾ける参加者

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

（文
責
）　

原
田　

浩
明

輪投げコーナー ２日目のレンコン掘り

　

ち
な
み
に
、
二
日
目
の
十
一

月
二
十
三
日
は
、
生
憎
の
雨
に

見
舞
わ
れ
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
開

催
中
は
小
雨
だ
っ
た
の
で
、
各

自
カ
ッ
パ
を
着
て
レ
ン
コ
ン
掘

り
を
行
っ
て
い
た
。
雨
で
掘
り

易
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
、
一

日
目
よ
り
も
沢
山
掘
り
出
せ
て

い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

竹楽器体験コーナー

出
し
て
い
た
。
今
回
で
四
年
目

と
な
る
本
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方

も
何
人
か
い
て
、
中
に
は
第
一

回
目
の
開
催
か
ら
毎
年
来
て
る

と
い
う
方
も
い
た
り
と
、
三
秋

の
レ
ン
コ
ン
が
多
く
の
方
に
認

知
さ
れ
、
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ

と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
今
回
も

愛
媛
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
に

よ
る
竹
モ
ル
ッ
ク
の
体
験
や
竹

楽
器
の
演
奏
体
験
、
か
ぼ
ち
ゃ

ス
ー
プ
の
試
飲
等
、
レ
ン
コ
ン

掘
り
以
外
で
も
楽
し
ん
で
頂
け

る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

大きなレンコンを収穫

　

あ
ち
こ
ち
か
ら
上
が
る
歓

声
、
そ
う
こ
こ
は
『
レ
ン
コ
ン

フ
ァ
ー
ム
三
秋
』。
前
月
に
行
わ

れ
た
試
し
掘
り
会
か
ら
約
一
週

間
後
の
十
一
月
三
日
、
秋
晴
れ

の
青
空
の
下
、
友
人
同
士
や
家

族
な
ど
各
グ
ル
ー
プ
が
、
指
定

さ
れ
た
範
囲
の
中
で
、
思
い
思

い
に
掘
り
進
め
る
。
例
年
に
な

く
豊
作
で
、
制
限
時
間
六
十
分

に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
の
グ
ル
ー

プ
も
沢
山
の
レ
ン
コ
ン
を
掘
り 1日目のレンコン掘り

み
あ
き
レ
ン
コ
ン

              

こ
こ
に
あ
り

（文
責
）　

原
田　

浩
明

試し掘り参加者の皆さん

大きいレンコンとったぞ～！

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
恒
例

の
レ
ン
コ
ン
試
し
掘
り
会
が
去
る

十
月
二
十
三
日
、
レ
ン
コ
ン
フ
ァ

ー
ム
三
秋
に
て
行
わ
れ
た
。
地
域

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
当
新
聞
関

係
者
お
よ
び
愛
媛
大
学
の
学
生
た

ち
が
、
ス
コ
ッ
プ
を
片
手
に
、
レ

ン
コ
ン
を
掘
り
出
し
て
い
た
。
今

年
（
令
和
四
年
）
は
、
例
年
以
上

に
大
き
く
て
沢
山
の
レ
ン
コ
ン
が

掘
り
出
さ
れ
、
笑
顔
の
絶
え
な
い

一
日
で
あ
っ
た
。

思い思いに掘り進める参加者

（文
責
）　

原
田　

浩
明

大
豊
作
の
予
感

地域新聞みあきの公式インスタ
グラムの方でも随時情報をUPし
ております。こちらのフォロー
の方も宜しくお願いします。

皆さんのお家に古い写真が眠っていませんか？昔の風景や
お祭り等、三秋に関する昔の写真がございましたらご連絡く
ださい。また、その他の投稿・情報・写真も随時お待ちし
ております。 ★みあきの○○〇 ★うちの家族を紹介します　
etc・・・。自薦他薦問いません。お近くの当新聞編集
委員もしくは、メールにてご連絡下さい。　　
info.miaki@gmail.com

昨年も無事レンコン収穫体験イベントを行う事がで
き、ホッとしております。これも偏に、地域の皆様
をはじめ、当新聞活動をサポート頂いている皆様の
お陰です。ありがとうございます。今年は、より地
域の皆さんに参加してもらいやすいイベントを目指
して創意工夫をしていきたいと思いますので、宜し
くお願いします。　　　　　　　

編   集    後    記

第16号クイズの正解者は残念ながらいませんでした。

※参考資料　愛媛県庁砂防課　土砂災害警戒区域

　土砂災害が起こる前には、崖から小石が落ちたり、沢の水が
濁るなどの前兆があります。五感で異変をキャッチし、これら
の前兆を見逃さないように注意することが大切です。

●土石流１３箇所
　　　　西上の山川・上の山川・東上の山川
　　　　下三秋北川の２箇所・北折戸谷川・折戸谷川
　　　　銭尾峠川・南折戸谷川・畑川の４箇所
●がけ崩れ５箇所
　　　　折戸・小迫Ａ・小迫Ｂ・大原・端
●地すべり
　　　　指定箇所はありません

三秋地区では、次の場所が土砂警戒区域として指定され
ています。

解説　     
答え　土石流－（Ｃ）がけ崩れ－（Ａ）地すべり－（Ｂ）
第16号のクイズの答えと解説

応募フォームこちら
宛先　〒799-3124　伊予市三秋甲２７１－２
            地域新聞みあき事務局　宛
Ｅメール　info.miaki@gmail.com
応募締切 2023年５月８日（月）必着
当選発表　本紙第19号にて
※ご応募いただいた皆様の個人情報は事務局にて厳重に管理
し、プレゼントの発送及び当事務局からのお知らせ以外の目的
では使用いたしません。

①クイズの答え 　城戸豊吉－(   ) 　明関ナツ
ヨ－(    ) 　岡部イチノ－(   )　②住所　③氏名
④年齢　⑤電話番号　⑥本紙の感想などを明
記の上、郵便ハガキ・Ｅメール・公式 HP の応
募フォーム（下記のQRコードからアクセス）
のいずれかにてご応募ください。正解者の中
から抽選で１名の方に図書カード５００円分
をプレゼントいたします。

応募方法

企業名：Ａ.彌満仁（ヤマニ）  
               Ｂ.ヤマキ
               Ｃ.マルトモ

人物名：城戸豊吉　　
　　　　明関ナツヨ
　　　　岡部イチノ

Q.以下の人物名と企業名を組み
合わせてください。

企業名：Ａ.彌満仁（ヤマニ）  

　西願寺境内の参道脇に、昭和３８年（１９６３）８月吉
日建立の祠堂金寄附者名の芳名石があります。郡中を支え
た産業である削り節業創業の御三家である創始者関係の名
前です。

読者プレゼントコーナー 
～削り節創業御三家に関するクイズ～  

性別：男の子　
年齢：7歳
性格：自宅で生まれて、７年に
なります。寂しがりやで、おと
なしい性格です。ご主人が、健
康のため続けているウォーキン
グの時には、いつもついて行き
ます。

「ムギ」くん

性別：男の子　
年齢：１歳
性格：令和３年の５月に友人か
ら引き取り、家族になりまし
た。気が弱いのに、やんちゃで
す。背中に、漢字の八の黒い模
様があります。

「チビ」くん

No.9 水口浩徳さんの「チビ」くんと「ムギ」くん
うちの家族を紹介します （文責・日山　貞治）

らいました。体験イベントですから、もちろん体験料も頂くわけです
が、このイベントでは値段では計れない、体験や心の通い合いがあっ
たような気がします。
　私が担当したのは受付と野菜直売コーナー。三秋の人たちのおもて
なしの心と、参加者の素朴な感想のやり取りに、心があたたかくなる
場面がありました。「楽しんでもらいたい」という「どうぞ」の気持
ちは、単なるレンコンの収穫体験だけではなく、この「三秋」という
地域を好きにさせるのではないでしょうか。そしてその気持ちがこれ
からも循環して、再び三秋を訪れてもらったり、三秋の野菜を買って
もらったりするといいですね。幸せな気持ちは自分だけでなく、必ず
他の人も幸せにします。この絵本の動物たちのように。
　ちなみにこの絵本は伊予市立図書館にもありますが、実はこの「ど
うぞのいす」も、伊予市立図書館のキッズコーナーに置いてあります。
うさぎさんのしっぽもちゃんとついていますよ。ぜひ、この椅子を探
してみてください。

『どうぞのいす』　香山美子（作）柿本幸造（絵）ひさかたチャイルド
　うさぎさんが小さな椅子を作りまし
た。そして、「どうぞのいす」と書い
た立札を立て、大きな木の下に置きま
した。そこへ、ろばさんがやってきて、
座るかわりにどんぐりが入ったかごを
椅子に載せました。そしてろばさん
は、いつの間にかお昼寝を…
　表紙は今年の干支でもあるうさぎさ
ん。優しい色あいがこの絵本の特徴を
表しています。優しさが伝わっていく
この絵本は、読んだ人の心をあたたか
くしてくれます。
　昨年行われたレンコン堀りイベン
ト、私は1 日だけお手伝いをさせても

みあき図書館 （文責・岡田　有利子）



　ヒガンバナは、中国大陸か
ら古い時代に渡来した多年草
で、秋のお彼岸頃から１０月
上旬にかけて、田んぼの畦な
どを真っ赤に彩り、三秋の秋
の１ページを演出してくれま
した。
　最近では、園芸品種も多く、
白や黄色の花を見ることもあ
ります。葉は、花が終わって
から伸び始め、翌年の初夏に
枯れるという、多年草として
は珍しい性質をもっていま
す。
　ヒガンバナは、曼珠沙華（ま
んじゅしゃげ）やリコリスと
も呼ばれ、多くの別名や方言
名などがあります。鱗茎（り
んけい）には、強い毒性があ
るので、注意しましょう。

【タイトル】
「鮮やかな赤 
　　　ヒガンバナ」

　稲木（いなき・いなぎ）
は、バインダーなどで刈り
取った稲などを束にして、
天日に干せるように、木材
や竹などで柱を立て横木を
掛けたものです。
　干すことによって、糖や
甘味などの栄養分が米粒に
蓄えられると言われていま
す。古い時代からこの方法
はありましたが、近年では
コンバインや乾燥機の導入
により、手間のかかる稲木
干しはめっきり少なくなっ
てしまいました。

【タイトル】
「稲木干し
　　（稲架掛け）」

みあき写真館 （写真）　日山　貞治

仙波盛政五輪塔

　

西
願
寺
の
北
側
に
仙
波
家
墓
所

が
あ
り
、
仙
波
盛
政
の
墓
塔
と
伝

わ
る
五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。（
現
在

は
、
西
願
寺
本
堂
裏
手
に
移
設
）

五
輪
塔
は
、
凝
灰
岩
製
で
一
ｍ
四

十
五
㎝
を
超
え
る
も
の
で
す
が
、

完
形
で
な
く
一
部
他
の
部
材
を
取

り
入
れ
た
も
の
で
す
。

　

五
輪
塔
の
後
に
あ
る
石
碑
に

は
、
西
願
寺
殿
前
筑
前
大
守
岩
種

清
根
大
禅
定
門
／
天
正
十
七(

一
五

八
九)

龍
次
亡
丑
歳
三
月
二
十
一
日

／
盛
景
寺
殿
仙
波
出
雲
守
盛
景
之

嫡
子
出
淵
筑
前
守
盛
政
也
と
あ
り

ま
す
。

　

仙
波
家
系
譜
で
は
、
仙
波
盛
景

は
十
二
代
、
嫡
男
（
長
男
）
で
あ

る
仙
波
盛
政
は
十
三
代
と
あ
り
ま

す
。
こ
の
親
子
は
、
天
文
二
十
年(

一

五
五
一)

中
世
の
城
で
あ
る
伊
福
城

を
中
山
町
の
出
淵
に
構
築
し
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
天
正
十
三
年(

一

五
八
五)

に
は
、
長
宗
我
部
の
軍
勢

に
よ
り
落
城
し
て
い
ま
す
。

　

盛
景
寺
は
、
旧
中
山
町
出
淵
の

門
前
地
区
に
あ
る
臨
済
宗
の
お
寺

で
す
。
仙
波
盛
景
は
、
中
興
開
基

と
し
て
盛
景
寺
を
再
興
し
て
お

り
、
元
亀
二
年(

一
五
七
一)

三
月

八
日
に
遷
化
（
死
去
）
し
て
い
ま

す
。
戒
名
は
、
盛
景
寺
殿
雲
州
大

守
見
即
是
性
大
居
士
で
す
。

　

西
願
寺
に
お
い
て
も
、
伊
福
城

の
落
城
か
ら
四
年
後
、
仙
波
盛
政

も
同
様
に
、
伊
予
市
三
秋
の
こ
の

地
に
お
い
て
、
中
興
開
基
と
し
て
、

西
願
寺
を
再
興
し
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

墓
地
周
辺
に
は
、
他
の
五
輪
塔
・

墓
塔
・
宝
筺
印
塔
等
の
残
欠
が
散

在
し
て
い
ま
す
。（
こ
ち
ら
の
石
塔

類
も
、
本
堂
裏
手
に
移
設
）
ま
た
、

納
経
塔
の
名
残
な
の
か
、
か
な
り

の
数
の
平
石
が
見
ら
れ
ま
す
。

（文
責
）　

日
山　

貞
治

仙
波
（出
淵
）盛
政
五
輪
塔

参
考
文
献　

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

『
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
愛
媛
の
記
憶
』

①
人
物
名
は
、
庄
屋
役
の
市
兵
衛
・

越
智
喜
平
治
・
得
能
六
郎
左
衛
門

（
五
代
）
の
三
名
。②
氏
神
は
、
稲

荷
大
明
神
で
、
村
に
水
之
明
神
社

が
あ
る
。③
西
願
寺
が
あ
り
、
開
山

仏
照
禅
師
は
文
保
二
年(

一
三
一
八)

に
遷
化
。
七
堂
伽
藍
の
揃
っ
た
根

本
大
寺
で
、
大
像
の
薬
師
十
二
神

が
あ
っ
た
。
長
曽
我
部
の
乱
の
時
、

焼
き
払
い
野
原
と
な
っ
た
。④
高
野

川
と
の
境
に
「
は
た
」
と
い
う
集

落
が
あ
り
、
そ
こ
に
佐
右
衛
門
と

言
う
鉄
砲
上
手
の
百
姓
が
い
た
。⑤

姥
が
谷
大
池
。
元
は
小
さ
な
池
だ
っ

た
が
、
正
保
四
年(

一
六
四
七)

に

重
上
げ
し
て
大
池
に
な
っ
た
。
事

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

御
替
地
古
今
集
に
関
係
す
る
構

築
物
や
石
造
物
な
ど
は
、
次
号
で

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

三
秋
村
の
紹
介(

五
項
目)

　

今
か
ら
、
二
百
年
以
上
前
の
寛

政
十
二
年(

一
八
〇
〇)

に
、
伊
予

郡
山
崎
庄
下
唐
川
村
の
庄
屋
菊
澤

与
八
等
に
よ
り
収
録
さ
れ
た
江
戸

時
代
後
期
の
地
誌
『
豫
州
大
洲
領

御
替
地
古
今
集
』
に
三
秋
地
区
の

事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
庄
屋
な
ど
の
人
物
や

神
社
・
寺
院
、
古
跡
・
古
城
、
伝
説
、

現
地
で
起
こ
っ
た
水
争
い
な
ど
の

事
柄
が
、
各
村
ご
と
に
調
査
し
た

記
録
で
す
。

『豫
州
大
洲
領
御
替
地

古
今
集
』で
紹
介
さ
れ

た
三
秋
の
記
録

（文
責
）　

日
山　

貞
治

　

植
生
の
遷
移
は
、
植
物
群
落
を

構
成
す
る
種
や
個
体
数
が
時
間
に

伴
い
変
化
す
る
こ
と
で
、
何
も
な

い
裸
地
か
ら
森
林
が
形
成
す
る
ま

で
の
過
程
で
、
各
段
階
に
応
じ
た

植
物
の
種
類
が
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
入
れ
代
わ
る
よ
う
に
生
育

す
る
こ
と
で
す
。

　

原
中
地
区
に
あ
る
、
小
高
い
山

の
山
頂
付
近
に
あ
る
電
波
塔
周
辺

は
、
か
な
り
の
数
の
ア
カ
マ
ツ
の

枯
木
が
見
ら
れ
ま
す
。
松
枯
れ
は
、

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
寄
生

し
て
い
る
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
（
線
虫
）
が
侵
入
す
る
こ
と
で

松
を
弱
ら
せ
、
松
枯
れ
を
引
き
起

こ
す
こ
と
で
す
。

　

ア
カ
マ
ツ
は
、
明
る
い
場
所
で

太
陽
の
光
が
大
好
き
な
陽
樹
で
す

が
、
枯
木
の
下
に
は
、
陰
樹
で
あ

る
ク
ス
ノ
キ
・
カ
ク
レ
ミ
ノ
・
ア

オ
ガ
シ
・
ホ
ル
ト
ノ
キ
等
の
幼
木

が
生
育
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
百
年
も
経
て
ば
、
こ
れ
ら
の
陰

樹
も
や
が
て
照
葉
樹
林
と
し
て
山

肌
を
覆
い
、
安
定
し
た
山
里
の
森

（
極
相
林
）
に
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

電波塔周辺の松枯れ

　

植
生
の
遷
移

        

（移
り
変
わ
り
）

（文
責
）　

日
山　

貞
治

社会教育指導員の先生による解説

　

去
る
十
一
月
二
十
八
日
、
三
秋

集
会
所
に
て
、
人
権
・
同
和
教
育

地
区
別
学
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

最
初
に
、
小
・
中
学
校
の
先
生
方

よ
り
、
学
校
で
の
人
権
教
育
に
関

す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
。

そ
の
後
、
啓
発
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
、

社
会
教
育
指
導
員
の
先
生
よ
り
、

ビ
デ
オ
の
解
説
・
講
話
が
あ
っ
た
。

ビ
デ
オ
の
中
で
は
、
同
和
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題

（
障
が
い
者
、
外
国
人
、
性
的
指

向
等
に
関
す
る
差
別
や
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
等
）
が
テ
ー
マ
と
し
て
描
か

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
ど

の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
を
あ

ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
る
内
容
で

あ
っ
た
。

小学校での取り組みについて紹介する先生

人
権
を
考
え
る
集
い

（文
責
）　

原
田　

浩
明

手作りしたモルックを使って競技体験 のこぎり等を使ってモルックづくり

　

去
る
十
月
二
十
二
日
、
北
山
崎

小
学
校
に
て
、
モ
ル
ッ
ク
づ
く
り

体
験
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
、
愛
媛
大
学
の
学
生
た
ち
が
、

三
秋
地
区
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー 竹で作ったモルック

放
置
竹
林
の
竹
利
活
用

モ
ル
ッ
ク
体
験
会

（文
責
）　

原
田　

浩
明

ク
に
お
い
て
、
放
置
竹
林
の
竹
を

利
用
し
て
何
か
ス
ポ
ー
ツ
は
出
来

な
い
か
と
い
う
着
想
か
ら
生
ま
れ

た
企
画
で
あ
る
。
当
新
聞
も
、
竹

の
切
り
出
し
運
搬
を
サ
ポ
ー
ト
、

中
村
地
区
公
民
館
と
も
連
携
し
、

竹
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
モ
ル
ッ
ク
を

参
加
者
自
ら
手
作
り
し
て
も
ら

い
、
実
際
に
モ
ル
ッ
ク
競
技
を
体

験
。
親
子
で
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
体
験
し
て
も
ら
う
と
同
時

に
、
放
置
竹
林
問
題
に
つ
い
て
も

知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と
な
っ

た
。

↑
初
参
加
の
愛
大
生
皆
さ
ん

　

レ
ン
コ
ン
を
掘
っ
た
こ
と
も
な

く
、
地
域
の
方
と
関
わ
る
こ
と
が

で
き
て
非
常
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
秋

の
魅
力
を
よ
り
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

惠
木　

雅
之

地元の皆さんとの交流

　

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
、
レ
ン

コ
ン
掘
り
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
、

毎
年
常
連
の
ご
家
族
た
ち
、
ま
た
、

育
て
た
人
た
ち
が
レ
ン
コ
ン
を
掘

っ
て
い
る
姿
を
見
て
い
る
際
や
、

集
会
所
で
の
光
景
に
地
域
の
つ
な

が
り
を
感
じ
ま
し
た
。

名
越　

太
一

お客さんのレンコン掘りサポート

　

先
輩
方
の
様
子
を
見
て
い
て
、

地
域
の
方
と
深
く
繋
が
り
、
笑
顔

に
な
る
き
っ
か
け
を
生
み
出
す
こ

と
が
大
事
だ
と
学
び
ま
し
た
。
私

も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
際

は
、
地
域
の
方
と
幸
せ
に
な
る
瞬

間
を
探
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

阿
南　

玲
蘭

イベントで提供したかぼちゃスープのPR

　

人
生
で
初
め
て
の
レ
ン
コ
ン
掘

り
は
と
て
も
新
鮮
で
し
た
。
ま
た
、

三
秋
地
区
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し
な
が
ら
、
レ

ン
コ
ン
掘
り
体
験
に
来
ら
れ
た
方

と
も
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

心
温
ま
る
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
上　

芽
衣

みんなで雨対策

愛大ブース準備中

　

レ
ン
コ
ン
掘
り
と
い
え
ば
沼
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
長
靴
と
ス
コ

ッ
プ
で
掘
れ
る
レ
ン
コ
ン
が
あ
る

事
を
知
り
ま
し
た
。

　

ど
こ
ま
で
続
い
て
い
る
の
か
全

く
分
か
ら
ず
、
と
て
も
難
し
い
と

感
じ
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
！

山
野　

仁

イベント終了後に記念撮影

※

初
参
加
の
学
生
の
皆
さ
ん
よ
り

イ
ベ
ン
ト
終
え
て
の
感
想
を
頂
き

ま
し
た
。

（文
責
）　

愛
媛
大
学
社
会
共
創
学
部

　
　
　
　

活
動
参
加
学
生

レ
ン
コ
ン
イ
ベ
ン
ト
に

　
　
　
　
　

参
加
し
て


